
目　　標

内　　容

・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特色
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方
・主張と論拠など情報と情報との関係
・推論の仕方
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用

目　　標

内　　容

・日本の言語文化に特徴的な語句
・本歌取りや見立てなどの日本の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果
・日本の言語文化の特質や、日本の文化と外国の文化との関係
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言葉の変化
・日本の言語文化の理解に繋がる読書の意義と効用

２

必履修科目です

単位

備考 条件

国　　語

備考 条件

言語文化

書くことや読むことを通じて、上代から近現代に受け継がれてきた日本の言語文化への理解
を深める。

２ 年次

必履修科目です

話すこと・聞くこと、書くことや読むことを通じて、実社会における国語による諸活動に必
要な資質・能力を育成する。

単位現代の国語国　　語 １ ２年次



目　　標

内　　容

・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句
・文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方
・効果的な段落の構造や論の形式
・主張とその前提や反証など情報と情報の関係
・重要度や抽象度により情報を階層ごとに整理する方法
・推論の仕方
・新たな考えの構築に資する読書の意義と効用

目　　標

内　　容

・情景の豊かさや心情の機微を表す語句
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴
・文学的な文章における文体の特徴や修辞など表現の技法

　読書の意義と効用

１年次の「現代の国語」、２年次の
「言語文化」を履修していること備考 条件

１年次の「現代の国語」、２年次の
「言語文化」を履修していること

論理国語

備考 条件

年次国　　語 ３ ３ 単位

書くことや読むことを通じて、実社会において必要となる、論理的、批判的に考える力を育
成する。

３ 年次 ３

書くことや読むことを通じて、深く共感したり豊かに想像する力を育成する。

・人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする

単位国　　語 文学国語



目　　標

内　　容

・文の区切り方や推敲の仕方
・修辞法
・語りの視点
・物語の構造
・キャラクターの造形
・6000字程度の小説の執筆

目　　標

実生活に必要な国語の基礎的な知識を学ぶことで、伝え合う力を高め、考える力を伸ばす
とともに、言語文化に対する関心を深め、他者や社会に関わろうとする態度を養う。

内　　容

・漢字と表記
・慣用句・ことわざ・四字熟語
・口語文法
・修辞法
・文学史の基礎
・敬語

知識や思考力表現力の深化、総合化を図る。

・表記の仕方や語句の用法

単位

備考 条件

国　　語 （学）国語基礎 ２ 年次 ２

条件
書くことが好きな人
詩や小説に興味がある人

単位国　　語 ２

備考

３ 年次（学）小説を書く

自らの発想を小説として表現することで、伝え合う力を高め、考える力を伸ばすとともに、



目　　標

実生活に必要な常用漢字の知識や技能を身に付け語彙を増やすことで、伝え合う力を高め、
文章の中で適切に使えるようにする。

内　　容

※テキストを使用して、漢字学習を進めます

・常用漢字の読み書き（音・訓）
・常用漢字を文章の中で適切に使う
・部首・漢字のなりたち
・熟語の構成
・小学校・中学校の漢字の学び直しから始める

目　　標

内　　容

・古典を読むために必要な語句
・古典の文の成分の順序や照応、文章の構成や展開の仕方
・文章に表れている言葉の響きやリズム、修辞など表現の特色
・日本の文化の特質や、日本の文化と中国など外国の文化との関係
・古典が現代の言葉の成り立ちにもたらした影響
・文語のきまりや訓読のきまり
・ものの見方、感じ方、考え方について、先人のものに親しみ自分のものを豊かにする
　読書の意義と効用

漢字検定３級以上の合格を目指す

単位国　　語 １ 年次 ２

備考 条件

（学）漢字と語彙
い

単位

読むことを通じて、生涯にわたって古典に親しむことができるよう、日本の伝統的な言語文
化への理解を深める。

備考 条件
１年次の「現代の国語」、２年次の
「言語文化」を履修していること

国　　語 ３ 年次 ２古典 　教育課程表の科目名
「総合古典」


